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若 年 女性 に発 症 しGrade-upを きた した

再 発性 膀 胱 癌 の1例
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RECURRENT AND UP-GRADING BLADDER CANCER 

    IN A YOUNG  FEMALE  : A CASE REPORT
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   We report a case of superficial bladder cancer in a young female, with grade-up tumor after 
frequent recurrences. A 29-year-old woman complained of gross hematuria on April 25, 1991. 
Cystoscopic examination revealed a papillary pedunculated tumor and transurethral resection of 
bladder tumor (TUR-BT) was performed. Pathological examination showed transitional cell 
carcinoma (TCC)  pTl grade 1. In spite of prophylactic therapy, such as intravesical instillation of 
anticancer drugs and radiochemohyperthermia, she suffered frequent recurrences. At the 6th 
recurrence, the tumor deteriorated to grade 3 on September 2, 1992. Total cystectomy was done on 
February 15, 1993 because of uncontrollable bleeding from bladder cancer. Convalescence was 
uneventful, and no evidence of recurrence was present 2.8 years postoperatively. 

                                           (Acta Urol. Jpn.  42: 311-313, 1996) 
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緒 言

膀胱 癌 の発 生 数 を年 齢 別 にみ る と,60歳 後 半 を 中心

にそ の 大部 分 が50歳 以上 で あ り,若 年 者,特 に30歳 以

下 で の 発 症 は稀 で あ るDま た 若 年者 の膀 胱 癌 の 特徴

と して,lowgrade,lowstageの 症 例 が 多 く再 発 も

少 な い と され て い る2)今 回 わ れ わ れ は,29歳 女 性 に

初 発 し た膀 胱 癌 で,頻 回 に 再 発 を繰 り返 す う ち に

grade1か らgrade3へ のgrade-upを きた し膀 胱 全

摘 を施 行 した1例 を経 験 した の で若 干 の 文献 的考 察 を

加 え て報 告 す る.

症 例

患 者:29歳,女 性

主 訴:肉 眼 的血 尿

家 族歴 ・既 往 歴:特 記 すべ きこ とな し

職 業歴:特 記 す べ き こ とな し

喫煙 歴:な し

現 病 歴:1991年2月,肉 眼 的 血 尿 を主 訴 に 近 医 受

診.膀 胱 鏡 検 査 にて膀 胱 癌 の 診 断 とな り,同 年4月25

日当科 初 診.初 診 時,右 尿 管 口付 近 に母 指 頭 大 の 有茎

性 乳 頭 状 腫 瘍 を認 め,ま た外 陰 部 に尖 形 コ ン ジ ロー マ

を 認 め た,DIPで 上 部 尿 路 に は 異 常 は 認 め ら れ な

か っ た 。 同 年5月15日,TUR-BTを 施 行TCC

gradelで あ った(Fig.1).ま た 同 日,尖 形 コ ン ジ

ロー マ に対 して電 気 焼 却 術 を施行 した.2カ 月 後 に,

多 数 の 乳頭 状 腫 瘍 の再 発 を認 め,同 年8月14日,2回

目のTUR-BTを 施 行.そ の後,ADM30mg/2wや

BLM30mg/2wの 膀胱 内 注 入 を施 行 す る も,ほ ぼ3

カ月毎 に多 発性 乳頭 状 腫 瘍 の再 発 を認 め1992年6月 ま

で に 計5回TUR-BTを 施 行 した.病 理組 織 学 的 に は

す べ てTCCgradelpTa・-pTlaで あ っ た.ま た,

繋
Fig. 1. Microscopic finding of TUR-BT speci-

      men showing grade 1, papillary tran-
      sitional cell carcinoma (X200).
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難
Fig.2.Microscopic丘ndlngofTUR-specimen

showinggrade3,invasivetransitional

cellcarcinoma(×200).

この 期 間 中 の尿 細 胞 診 はclassII--IIIで あ った.膀

胱 癌 の 再 発 が 早 い た め,同 年6月30日 よ り,radio-

chemohyperthermia(radiation400rad十42～43度 の

温 水 灌 流,bleomycin60mg膀 胱 内 注 入 を そ れ ぞ れ

週21回,計10回)を 施 行 し,一 度tumorfreeと な っ

た.し か し,2カ 月後 に は再 発 を認 め,同 年9月2日

6回 目のTUR-BTを 施 行 した.病 理 組 織 学 的 に は

TCCgrade3,invasive(Fig.2)とgrade,stageの

進 行 を認 め た.2カ 月後 の膀 胱 鏡検 査 で は,粘 膜 の 発

赤 を 認 め,そ の 部 位 の 生 検 所 見 で は,TCCgrade

2-・3,micro-invasiveで あ った.若 年 女性 で あ る こ と

か らで きる だけ膀 胱 を温存 す る方針 と した.同 年12月

7日 よ り,多 剤 併 用 全 身 化 学 療 法 で あ るMEC療 法

(MTX30mg/m2dayl,15,epirubicin50mg/m2

day1,CDDP100mg/m2day2)を1コ ー ス 施行 し

た.化 学療 法 後,骨 髄 機 能 の 回復 が遅 く,肉 眼 的血 尿

に よ る貧血 が 進行 す る よ うに な った.膀 胱鏡 に て,明

らか な出 血 巣 が 認 め られ た た め1993年1月14日 緊 急

TUCを 施 行 した.そ の 後 も 肉眼 的 血 尿 は持 続 し,

Hbは5.5g/dlに まで 低 下 し,計13単 位 の輸 血 を余

儀 な くされ た.そ の ため 若年 女 性 で は あ った が膀 胱 温

存 は諦 め,同 年2月15日,膀 胱 全 摘 除術 お よび,In-

dianapouch造 設 術 を施行 した.病 理組 織 学 的所 見 は

TCCgrade3,pTlbで あ っ た.術 後,一 時創 感 染,

発 熱 が 見 られ た が ほ ぼ順調 に 回復 し,同 年4月 退 院 と

な った.術 後2年8カ 月経 過 した現在,再 発 はな く経

過 は順 調 で あ る.

考 察

30歳 以 下 で の膀 胱 腫 瘍 の発 生 は稀 で あ り,全 膀 胱 癌

の1%未 満 で あ る とされ て い る3)

若 年 者 の 膀 胱 癌 の 特 徴 と し て,lowgrade,low

stageの 症 例 が 多 く,再 発 も少 な く予 後 も 良 好 で あ

る2)と い わ れ て い る.し か し20歳 代 以 上 で は,再 発例

や 癌 死例 もあ り,必 ず し もlowmalignancyと い えな

い と の報 告4)も あ る.本 症例 も頻 回 に再 発 を繰 り返 す

うち に,grade3へ のgrade-up,ま た,stage-upを

きた した.膀 胱 癌 は再 発 を繰 り返 す うち に,そ の8-

19%前 後 にgradeupを き た す と さ れ て い る5・6)

grade-upの なか で もgrade1か らgrade3へgrade

upす る こ と は 非 常 に少 な い5,7)本 症 例 は,若 年 発

症 の膀 胱 癌 でgrade1か らgrade3へgrade・upを き

た した 稀 な症 例 とい え る.

一 般 に多発 性 で 経尿 道 的 に は切 除 しきれ な い腫 瘍 の

治 療 や切 除 後 の 再 発 予 防 と して 各 種 抗 癌 剤8)やBCG

な どの膀 胱 内注 入 療 法 が行 われ る こ とが 多 い.本 症 例

で も若 年女 性 で あ る こ とか ら可 能 な らば膀 胱 温 存 の方

針 と し,抗 癌 剤 の膀 胱 内注 入 療 法,放 射 線 療 法,温 熱

療 法 な ど を試 み たが,多 発 性 腫 瘍 の 再 発,膀 胱 内 出

血,さ ら にgrade-up,stage-upが 病 理 組 織 学 的 に確

認 され た た め に,膀 胱 全 摘 術 を余儀 な くさ れ た.

また本 症 例 は5回 目の再 発 まで は,す べ て乳 頭 状 の

有 茎 性 腫 瘍 でgrade1で あ っ た が,再 発 予 防 の た め

に放射 線 療 法,温 熱 療 法 を施 行 した 後,広 基 性 非 乳 頭

状 腫 瘍 で,grade3と して 再 発 して い る.grade-up

を きた し た原 因 は 不 明 で あ るが,放 射 線 療 法 自体 に

mutagenicityが あ り,ま た 膀 胱 内注 入療 法 に用 い ら

れ るADM,MMCな ど の 抗癌 剤 に 膀 胱 発 癌 の プ ロ

モ ー ター作 用 が あ る こ とが 報 告 さ れて お り9),こ れ ら

の保 存 療 法 がgrade-upを きた した こ と にな ん らか の

影 響 を与 え た可 能性 は否 定 で きな い.

Grade3へ のgrade-upを きた した場 合 は た と え表

在 性 で あ っ て も浸潤 癌 に な りや す く予後 は不 良 とされ

て お り,積 極 的 な 膀 胱 全 摘 術 を施 行 す るべ きで あ

る10)と の 意 見 もあ る.Grade-upを きた しや す いrisk

factorに つ い て は不 明 で あ るが,膀 胱 上 皮 に な ん らか

のDNA上 の修 飾 が 加 わ っ た可 能 性 が 考 え られ る場

合 は特 に,細 胞 診 の 頻 回 の提 出や 再 発 時 の病 理 学 的 な

詳 細 な検索 が必 須 と考 え られ た,

結 語

若 年 女 性 に発 症 した膀 胱 癌 でgrade1か らgrade3

へ とgrade-upを きた した1例 を経 験 した の で若 干 の

考 察 を加 えて報 告 した.

本論文の要旨は,第45回 神奈川泌尿器科医会 において報告

した.
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